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We will meet again 

 

COVID-19 ウィルスによって世界の大都市や観光地がゴーストタウンと化し、Overshoot

とか social distancing、self-isolation、lockdownなどという耳慣れない単語がメディアで

日常化しました。感染者と亡くなる方の数が急増する中、各国ともその対応に必死です。

ロックダウンが実施されている英国では４月５日の日曜日、９３歳になられるエリザベス

女王がテレビを通じて直接英国や英連邦各国の国民に異例のメッセージを発表されました。 

女王は最前線でこのウィルスと戦っている医療関係者をはじめ自宅待機を余儀なくされて

いる国民にも感謝を伝え、我々は必ずこの困難を克服すると全国民を勇気づけました。ス

ピーチの終わりに女王は “We will be with our friends again.  We will be with our 

families again.”と述べ、“We will meet again”と結ばれました。BBCニュースでもこの女

王スピーチの見出しは “We will meet again”とされています。このフレーズは特に年配の

英国人にとってはキュンとくる言葉なのです。第２次大戦中、戦場に赴く兵士を送る内容

で大ヒットした歌のタイトルが “We’ll meet again”。素晴らしい曲で私も大好きです。歌っ

たのは国民的な歌手 Vera Lynnで、慰問先で彼女がこの曲を歌うと兵隊達も歌いだし、最

後は感動的な大合唱になる。その模様はネットの動画サイトでも見られますが彼女はなん

と今年１０３歳となり健在です。女王が恐らくこの曲を念頭にスピーチを結ばれたのを知

り、私も胸がキュンとなりました。 
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